








The Significance of the Intellectuals’ Theoretical Commitment to Education Soon after the World War II :









































































（刀江書院，1935 年 5 月）の出版元が発行する児童関係書に原稿を書き，子どもの問題に関する
研究分野と出合ったことにある。その研究を深めるために彼はアメリカの文献に接し，人間の
社会的形成という発達心理学に基礎をおいていたアメリカの社会心理学に関心を広げ，ジョン・






























































































　1941（昭和 16）年 7 月に清水は読売新聞社の論説委員となり，以後，陸軍徴員としてビルマへ
派遣された期間を除き，1945（昭和 20）年 12 月に退社するまで，おもに教育や文化に関する論
説を担当する。論説委員就任に前後して，彼は「新しき日本人の形成―教育と政治と―」を発表し，















　清水がこれを書いた 1941 年は，4 月の国民学校の発足，7 月の『臣民の道』の刊行につづき，
8 月に中・高等教育段階の学校に全校組織の学校報国隊（団）の編成が義務づけられ，10 月以降，
修業年限短縮や卒業繰り上げの措置がとられるなど，総力戦体制に向けての国民総動員の教育政




























































































　そのうえで彼は，教育そのものをテーマとして，雑誌『世界』1946 年 7 月号に「今日の教育」を，










日本の状況下で実現する工夫に「教育の社会的分散」をあげた28。さらに 1947（昭和 22）年 1 月
には教育に関する理論や見解をまとめる形で，「教育の機能」，「近代的人間の形成」，「教育の能力」，
「教育の思想」，「若いジェネレーション」の章立てからなる著書『今日の教育』を刊行している。
































































































































































































その論理を事例として―」（『日本の教育史学』第 43 集，2000 年），同「敗戦直後の知識人運動の精神
的基盤と成立意義―雑誌『世界文化』同人の戦中・戦後の軌跡から―」（『日本社会教育学会紀要』第
37 号，2001 年），同「敗戦直後の広島県における中井正一を中心にした文化・教育運動―地域におけ
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